







その他のタイトル Synthetisation et grammaticalisation du futur












は卜記2．2節でその経緯を述べる（＿、   
以卜，2節でロマンス諸語における単純未来形の成立について概観し，3節  








・迂苫的未来形（futurp6riphrastique）：jevaisaimer，tuVaSaimer，ilvaaimer．．．   
なお，ポルトガル語の迂言的未来形〈ir＋不定法〉 はフランス語と同様の構  




意味論的研究」（研究代表者渡遥拝也）の補助をうけている研究の成果の¶－→部である。   







に出てきたのは842年『ストラスブールの宣誓』Serment de Strasbourgから  
である。『ストラスブールの宣誓』にはつぎのような形がみられる。  
Saluarai ＜Salvare＋habeo（sauver＋ai）  











ノ■                      amarelS，amar丘n   
ポルトガル語amarの単純未来形：amarei，amarゑs，amara，amaremO8，  
amarelS，amaraO   
フランス語aimerの単純未来形：G，）aimerai，（tu）aimeras，（il）aimera，  
（nous）aimerons，（vo11S）aimerez，  
（ils）aimeront   
これらはいずれも，「不定法＋habereの直説法現在形」の綜合化に由来する  
（フランス語のみ主語代名詞が接辞なのでカツコにいれて示している）。   
2・4．一方，ロマンス諸語のなかで，ルーマニア語の未来形はこれまでにみた  
4つの言語とまったく異なる。   
フランス語およびロマンス諸語における  
単純未来形の綜合化・文法化について  125   
ルーマニア語iubiの未来形：  voiiubi，Veiiubi，Vaiubi，VOmiubi，  













イタリア語avere ：ho，hai，ha，abbiamo，aVete，hanno  
スペイン語haber ：he，has，ha，hemos，hab6is，han  
ポルトガル語haver：hei，hまs，h畠．，havemos，haveis，hao  
フランス語avoir ：U）ai，（tu）as，（il）a，（nous）avons，（vous）avez，  




語では1・ 2人称複数のみがavoir（に相当する動詞）の直説法現在形とこと  
なる（いずれも短縮した）単純未来形語尾をもちいていることがわかる。この  
対比を特徴Aとよぶ。   




donneras〉〉）（Novakova2001，P．50）。これは，ボルトガ）t／語の単純未来形にお   
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いて綜合化が限定的であることを直接示す決定的な特徴である。これを特徴B  


















語ではこのような用法は稀である。（2）はBarce16 et Bresによるとコルシカ  
人の話者による発話であるという。   
（1）フランス語：Pour quia－t－On SOnn61a cIoche des morts？Ah！mon   
Dieu，CeSeraPOurMmeRousseau．  
（Prou8t，Agα柁Cんercんed㍑ねJ叩叩erd以，Ⅰ，p．84）   
だれのために死者の鐘がなったのかしら？あっ，まあ，ルソー夫人のためで   
しょうね！  
2 現代の標準的なフランス語では，衰退した単純未来形の現在推量用法にかわって，  
devoirの認識的用法が用いられる。すなわち，従来単純未来形の領域だったところ  
へdevoirが進出してきたのである。この進出は，渡遽（2004，PP．266－269）で指摘  
したdevoirの「拡大使用」（「誇張法的使用」）に相応している。   
フランス語およびロマンス諸語における  













（3）スペイン語：Ernesto tendr丘ahora unos cinquenta afios．（Squartini   
2004，p．73）エルネストはいま50歳くらいだろう。  
（4）イタリア語：AdessosarannOlequattro．（ibidem，P．77）   
いまごろは4時だろう。  




させているのは条件法（amare habebamに由来する形）のみであり，単純未  
来形に報告用法はない。これを特徴Dとする。  
（6）ポルトガル語：Aomesmo tempo desmentiuinformaぢ6es daimprensa   
segundo as quais os EUA estariam a treinar militarmente gruPOS   




いる。渡過（2008，p．41）参照。   
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（DidriodeNbtibias，1／2／1999，Cit6danSSquartini，adloc．）   
同時に彼はアメリカ合衆国がサダム・フセインの反対派を軍事的に訓練して   
いる（条件法）という報道情報を否定した。  
（7）ポルトガル語：Ensinopdblicodoport11gu6se＄tar丘ameaぢadonoCanad＆，  
（DidriodeNbtitias，25／2／1999，Cit6dansSquartini，adloc．）   
ポルトガル語の公的教育はカナダにおいて危機に瀕しているという（単純未   
来形）。  
（8）フランス語：Selonle quotidien Libert6de mardi，quifhitl，6tat de   
くくSOurCeSbieninfbrm6es》，il【＝1ebilandu massacre enAlg6rie】serait   
de428mortsetde140bless6s．  
（LeMbnde，14／1／1998，Cit6danSWatanabe2001，P．216）  
「たしかな情報筋」を引きあいに出している火曜の日刊紙『リベルテ』によ   
ると，それ［＝アルジェリアにおける虐殺事件の被害者数〕は死者42B人，   
負傷者140人にのぼるらしい（条件法）。  
（9）スペイン語：Se如nfuentes polfticas consultadas por este peri6dico，   
Milosevie habria aceptado quelafuerza deinterposici6n en Kosovo   
est6conpuestaporun30％delaOTAN．  
（El撤ts，7／5／1999，Cit6dansSquartimi2004，p，85）   
本紙が照会した政治的情報筋によると，ミロシェゲイチはコソヴオに介入す   
る軍のうち30％がNATOによって構成されることを受けいれたという（条   
件法複合形）。  
（10）イタリア語：OsamaBinLadenBarebbemortoditifbunmeBefh．  
（CorrねredeggαSerα，24／9／2006）   
オサマ・ビン・ラデンは1か月前にチフスで死去したという（条件法複合形）。   
3．6．特徴A～Dを，綜合化の進展という観点からとらえかえすと，つぎのよ  
うなことがいえる。   
まず特徴A（助動詞の現在形との形態的類似）は，2つ適うフランス語・イ  
タリア語・ポルトガル語が，1つ適うスペイン語以上に綜合化が進んでいると  
みなすことができる［フランス語・イタリア語・ポルトガル語＞スペイン語］。   
特徴B（語尾分離の可能性）は，ポルトガル語のみ可能なので，綜合性が低  
い［フランス語・イタリア語・スペイン語＞ポルトガル語］。   
特徴C（現在推量用法の存在），特徴D（伝聞周法の存在）は，いずれも末   
フランス語およびロマンス話語における  











イタリア語・スペイン語＞ポルトガル語］。   
特徴BとC，Dとは密接な関係にある。ポルトガル語で助動詞部分が分離  
可能であること 佃）は，助動詞がおかれた時制である現在形によってしめさ  
れる現在時が卓立可能であるということであり，モグールな用法の発達（C，  









比較基準  フランス語  イタリア語  スペイン語  ポルトガル語   
特徴A   ＋   ＋  ＋   
特徴B   ＋   ＋   ＋  
特徴C   ＋  
特徴D   ＋   十   ＋  
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4．綜合化と文法化・意味変化   









STRUCTURE   FORM STAGE OF THE LANGUAGE 
Diachronic  Analytic   ＊am∈卜bhG   ReconstructedIndo－European  
phaseI   
Synthetic   amabo   ClassicalLatin  
SynchronicphaseIamabo／cantarehabeo    1aterLatin   
Diachronic  Analytic   cantarehabeo  laterspokenLatin→   
phaseII   CommonRomance  
Synthetic   cantar6   Romance（Spanish）   
SynchronicphaseIIcantar6／voyadormir    ModernRomamCe   
Diachronic  Analytic   
phaseIII   VOyadomir  諾㌶認？raryRomance  
Contemporary American 
Synthetic   Spanichdialects  
まず，当初はインド・ヨーロッパ祖語の ＊b旭（「ある」；je軋柑，餌turな  
どの語源）を動詞のあとにつける迂言形であった未来形が，のちに綜合化し，  
古典ラテン語の単純未来形になった。   
ロマンス諸語の単純未来形の出現についてはすでに2節でのべたとおりであ  
る。   
フランス語およびロマンス謂譜における  




ない（Novakova2001，P．50）。   
あらたな分析的形態が採用され，そして最後には従前の綜合的形態が忘却さ  
れるにいたる理由としては，共時的に比較したとき，機能がはっきりと示され  
る形態が好まれるという要因があげられている（Anderson1979，P．33 et  
Fleischman1982，p．106）。  
4．2．しかし，Fleischmanによる「分析的・綜合的周期」には，つぎにのべ  























反して時制的説明を展開していることになり，一貫しない論である。   
涯 過 浮 也  132  
FutureS【…］tend to evoIvefrom modals（or aspectua1日）and tend  









aLexicalmeanlng →IIModality→ⅠⅠⅠAspect  →ⅣTenBe →VModality   
‘tohave’   →Obligation →Prospection ．Future  →volition，likelihood／probilbility；  
一一一－ノキ  
‘towant’  －・Vblition  
‘toplan’  →Intent  
etc．  
±imminent］【土PrOXimall attenuation．  
j＝intent】  inf如encdsupposition，  














化・綜合化における「逆行」のように考える必要はないと思われる。   
フランス語およびロマンス渚語における  
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4．4．すでに明らかなように，未来諸時制があらわしうるモダリティをどのよ  










（12）フランス語：LesJeuxOlympiquescommencent／vontcommence   
le20juin．（idem）  
オリンピック大会は6月20日にはじまります。  











5 Dans cette optique，1e FUT n’appara壬t pas tant commele v6hicule d’une  
COnviction par rapport aunCOntenu nOn V6rifiable que commele signald’un  
engagementdulocuteurparrapportasondire，lequel，decefhit，eStplusorient6  
versl’agirlC’estmoinslav6rit6ducontenuquiimportequelebesoindeledire．  
（Con払is1990，p．286）   















の意味はそこにある。迂言的未来形jevais aimerにおいても，準助動詞vais  
がallerの現在形であることの意味あいは同様である。不定法相当部分が命題  
（Whda2001，P．225のいうPropositionDomain）の標示をにない，（準）助動  








Enonceraufutur，Cen’estpassit．uerun6v6nementdanSl，avenir，C，est   
d6sirer；Ordonner；Craindre，etC・Seule unevisionr朗．uctrice dulangage   
qulen払itunsimplev6hicule d’in董brmationpermetderqjeterdanSles   
margesceq111eStenr6alit61’essencem6medufutur：1atensionmodale．  
（ibidem，P．101）   
（未来形で発話することとは，未来にできごとを位置づけることではなく，   
フランス語およびロマンス緒譜における  
単純未来形の綜合化・文法化について  135   
欲したり，命令したり，危惧したりすることである。言語活動を単なる情報   
























ついて   
5．1．もとより，単純未来形のいずれの用法にも，時間性とモダリティが多か  
れ少なかれ同居しているという「程度問題」を整理しながら議論するために，  
便宜的に恥uratier（1996，p．177－1飢）の用法分類にならって，【1】時間的   
波 過 浮 也  136  
用法（emploistemporels），［2］固有に時間的ならざる用法（emploisquine  
Semblent pas proprement temporels），［3］非時間的用法（emplois non－  
temporels）を区別することにしよう。それぞれの分類には，つぎに引用する  




（Sartre，Lamortdansl鳩me，P．29，Cit6dansTouratier1996，P・177）   
1分後にはわたしはなお画家でいられるか知るだろう。  













・歴史的未来（且1山r historique）：過去の，物語の一段階からみた未来をさ   
す用法。  
（18）Leg6n6ra10tteuttroismilletu6s，etlaissacinqmilleprisonniers  





ことになる。   
フランス語およびロマンス諸語における  
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［2］固有に時間的ならざる用法（emplois quine semblent pas proprement   
temporels）  
・意志的未来（futur de volont6）：Touratierは2人称の例のみをあげてい   
るので，通常いわれる「意思的未来」とはことなる。  
（19）Allons，enVOilaassez．Vousquittere2：Cettefbmme．Toutal’heureje   
VOuSenPrlais，maintenantjevousl’ordonne・  
（A．Dumas丘1s，Cit6dansTouratier，adloc．）   
さあ，もうたくさんだ。あなたはこの女性からはなれなさい。さきほどは  
そのことをたのんでいたが，こんどは命令する。  





まな犬を追いはらいなさい。   
意志的未来は，モーセの十戒（21）など，戒律をあらわすこともある：  
（21）Un seulDieu tu adoreras／Etaimera parfaitement．／Homicide   
pointneseras／Defaitnivolontairement（Touratier1996，P・179）   
なんじ，唯一の神を崇拝し，／完全に愛せよ。／なんじ殺人するなかれ，   
／なりゆきによっても意図によっても。   
また，勧誘の意味にもなる：  




・格言的未来（futur gnomique）：経験から生じた忠告であるが，将来のた   
めにいわれている。  




生きるものは見るだろう。（生きていればいろいろなことがある）   
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［3］非時間的用法（emploisnon－temPOrels）  
・推量的未来（futurdecoIカecture）：本稿でいう現在推量用法。  





（26）Croyez－VOuSpaSquejeviensdevoircommejevousvoisMmeGoupil   
avec une fillette queJe ne COnnais point・Al1ez donc chercher deux  
sousdeselchezCamus．C，estbienrareSiTh60dorenepeutpasvous  
direquic’朗t．   


















・抗議の未来（futurdeprotestation）：発話者が賛同しない内容を修辞的に   
提示するもの。  
（29）Vous vous emparez de son bien，de son coeuIlet Cettefemme ne  
crierapas！  （Marivaux‥Cit6dansTouratier1996，P・181）   
フランス語およびロマンス緒語における  





























Barce16etBres（2006，P．109）もく＜Sivous voulez｝｝の挿入により，仮定構文  
と関連づけ，モダールな説明をこころみている。しかし，本稿の立場からする  
と，これも未来時に関連づけることはできる。語調緩和開法においては，発言   






























く行くかは，適用対象となる事例によってことなる。くわしくは渡過（a para王tre）  
を参照。   
フランス語およびロマンス諸語における  
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